
項 ⽬ 内 容

名称 キャッツクロー [英]Cat's claw [学名]Uncaria tomentosa (Wilｌd.) DC. 、

Uncaria guianensis (Aubl.) J.F.Gmel.

概要 キャッツクローは、中南⽶を産地とする蔓性常緑⽊である。樹⽪の切れ⽬から出る

樹液が飲⽤されてきた。

法規・制度 ■⾷薬区分

・全草︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原

材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・アルカロイド (リンコフィリン (rhynchophylline) 、五環系オキシインドールア

ルカロイド (pentacyclic oxindole alkaloid︓POA) 、pteropodine、

isopteropodine、uncarine Eなど) 、キノブ酸グリコシド (quinovic acid  

glycosides) 、タンニンなどを含む (21) 。

分析法 ・アルカロイド類をUV検出器 (245 nm) 付HPLC-MSにより分析した報告がある

(PMID:11488460) (PMID:14979528) 。

有効性

ヒ

ト

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=11488460&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=14979528&dopt=Abstract


で

の

評

価

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

⾻・筋⾁ メタ分析

・2016年5⽉までを対象に12個のデータベースで検索できた無作為化プラセボ対照

試験2報について検討したメタ分析において、キャツクロー抽出物の摂取は変形性関

節症の安静時および夜間の痛み軽減との関連は認められなかった

(PMID:28872719) 。

RCT

・膝の変形性関節症に罹患している成⼈45名 (45〜75歳、試験群30名、ペルー) を

対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、キャッツクロー抽出物を

100 mg/⽇、4週間摂取させたところ、膝を動かした際の痛みの軽減が認められ

た。⼀⽅、安静時の痛みや膝の腫れに影響は認められなかった (PMID:11603848)

。

・6ヶ⽉以上スルファサラジン (炎症性腸疾患治療薬) またはヒドロキシクロロキン

を服⽤しているリウマチ罹患者40名 (試験群21名、平均53.1±13.4歳、オ－ストリ

ア) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、キャッツクロー根

酸抽出物20 mg/カプセルを含む特定の製品を3回/⽇、24週間摂取させたところ、

関節痛の軽減が認められた(PMID:11950006) 。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 RCT

・健康な成⼈⼥性48名 (試験群24名、平均46.4±4.2歳、⽇本) を対象とした⼆重

盲検無作為化プラセボ対照試験において、キャッツクロー熱⽔抽出物125 mg含有

飲料50 mL/⽇を12週間摂取させたところ、⽪膚の状態 (頬⾓層⽔分量、シワ平均深

度、シワ最⼤深度、シワ最⼤幅、シワ個数、シワ体積率) に影響は認められなかっ

た (2017174349) 。

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=28872719&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=11603848&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=11950006&dopt=Abstract
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